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※当資料のいかなる内容も将来の投資収益を示唆・保証するものではありません。「ご留意いただきたい事項」を必ずご覧下さい。

2018年2月5日、米国株式市場が大幅に下落したことを受け、銀行株式も大きく下落しました。
（S&P500種指数：-4.1%、S&P総合1500銀行株指数：-5.4%、前週末比）。

米国では、2月に入り雇用統計などの堅調な経済指標の発表が続いたことから、FRB（米連邦
準備制度理事会）の利上げが予想より速いペースとなるとの見方が広がりました。これを受けて、
米国金利の急速な上昇が景気拡大の重しとなるとの警戒感から投資家心理が悪化し、銀行株式を
含め米国株式は大幅な下落となりました。

また、外国為替市場では、株安を受けて投資家のリスク回避の動きが強まり、円が買われた
結果、円高米ドル安が進行しました。

直近2日間では銀行株式が大きく下落していますが、年初来ではプラス水準となっています。
短期的には株価の変動が大きくなる可能性もあるため、注視が必要ですが、米国銀行業界の
ファンダメンタルズに対する弊社の見方は変わっておらず、引き続き魅力的な投資先であると考えて
います。

米国銀行株式の下落について

出所：ブルームバーグのデータをもとにマニュライフ・アセット・マネジメント株式会社が作成

株価の推移 （2018年1月1日～2018年2月5日、日次）
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成したものであり、特定の投資商品の推奨を目的としたものではありません。
 当資料記載のデータや見通し等は、将来の運用成果等を示唆または保証するものではありません。
 当資料は、信頼できると考えられる情報をもとに作成しておりますが、正確性、適時性を保証するものではありません。
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